
(57)【要約】

【課題】管腔安定化特徴部を有する内視鏡用器具を提供

する。

【解決手段】内視鏡用器具は、患者の胃腸管に挿入する

ための第１遠位端を有する可撓性シャフトと、その遠位

端の外面回りに配置された複数のアームハウジングと、

そのアームハウジング内に保持された複数のアームであ

って、アームハウジングから伸びたり、アームハウジン

グに引っ込んだりすることができるアームと、アームに

連結されたフィンガーであって、そのアームの横軸に対

して回転可能であるフィンガーとを含む管腔安定化特徴

部を有する。可撓性内視鏡用器具に対する管腔安定化用

アクセサリもまた開示されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 腔 を 安 定 さ せ る た め の 内 視 鏡 機 器 に お い て 、
　 細 長 い 軸 を 画 定 す る 細 長 い 可 撓 性 シ ャ フ ト で あ っ て 、 遠 位 端 お よ び 近 位 端 を 含 む 、 シ ャ
フ ト と 、
　 遠 位 端 お よ び 近 位 端 を 有 す る 少 な く と も １ つ の ア ー ム で あ っ て 、 前 記 ア ー ム の 前 記 近 位
端 が 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 に 連 結 さ れ て い る 、 ア ー ム と 、
　 前 記 ア ー ム の 前 記 遠 位 端 に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ て い る 第 １ の フ ィ ン ガ ー と 、
　 前 記 ア ー ム の 前 記 遠 位 端 に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ て い る 第 ２ の フ ィ ン ガ ー で あ っ て
、 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の フ ィ ン ガ ー が 前 記 軸 と ほ ぼ 一 直 線 と な っ て い る 第 １ の 形 状 か
ら 、 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の フ ィ ン ガ ー が 前 記 軸 に 対 し て 斜 め に 延 び る 第 ２ の 形 状 ま で
、 前 記 第 １ の フ ィ ン ガ ー に 対 し て 可 動 で あ る 、 第 ２ の フ ィ ン ガ ー と 、
　 を 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト は 、 内 視 鏡 が 入 る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 、 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 に 可 動 に 連 結 さ れ て い る 、 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 に 連 結 さ れ た ア ー ム ハ ウ ジ ン グ 、
　 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 ア ー ム を 前 記 ア ー ム ハ ウ ジ ン グ 内 に 引 っ 込 め る こ と が で き る 、 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 軸 と ほ ぼ 一 直 線 と な っ て い る 、 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ア ー ム の 少 な く と も 一 方 に 作 用 す る よ う に 連 結 さ れ た フ ィ ン ガ ー
ア ク チ ュ エ ー タ 、
　 を さ ら に 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル で あ る 、 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 近 位 端 を 通 っ て 延 び て い る 、 装
置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 す る と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ フ ィ ン ガ ー が 前 記 第
１ の 形 状 か ら 前 記 第 ２ の 形 状 に 押 し 動 か さ れ る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 補 助 チ ャ ネ ル を 有 す る 内 視 鏡 用 器 具 の た め の 管 腔 安 定 化 装 置 に お い て 、
　 制 御 ハ ン ド ル と 、
　 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 連 結 さ れ て い る ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 連 結 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ 内 に 同 軸 に 保 持
さ れ て い る フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 前 記 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ に 連 結 さ れ た ア ー ム で あ っ て 、 ア ー ム 軸 を 画 定 す る 、 ア ー ム
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と 、
　 前 記 ア ー ム 、 お よ び 前 記 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た フ ィ
ン ガ ー で あ っ て 、 前 記 フ ィ ン ガ ー が 前 記 ア ー ム 軸 と ほ ぼ 一 直 線 と な る 第 １ の 形 状 か ら 、 前
記 フ ィ ン ガ ー が 前 記 ア ー ム 軸 に 対 し て 斜 め に 配 置 さ れ る 第 ２ の 形 状 ま で 、 軸 回 転 可 能 で あ
る 、 フ ィ ン ガ ー と 、
　 を 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 補 助 チ ャ ネ ル を 有 す る 内 視 鏡 用 器 具 の た め の 管 腔 安 定 化 装 置 に お い て 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 す る 取 り 付 け シ ー ス と 、
　 前 記 取 り 付 け シ ー ス の 前 記 遠 位 端 に 連 結 さ れ た 可 撓 性 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ と 、
　 前 記 取 り 付 け シ ー ス に ス ラ イ ド 可 能 に 被 せ ら れ た 拘 束 用 シ ー ス と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 拘 束 用 シ ー ス が 遠 位 方 向 へ 押 し 動 か さ れ る と 、 前 記 可 撓 性 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ を
締 め 付 け る 力 を 加 え る こ と が で き る 、 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 願 は 、 内 視 鏡 用 の 器 具 お よ び ア ク セ サ リ に 関 す る も の で あ り 、 よ り 詳 し く は 、 内 視 鏡
下 外 科 手 術 で 内 部 組 織 を 安 定 さ せ る た め の マ ニ ピ ュ レ ー タ 、 シ ー ス お よ び ス テ ン ト な ど の
安 定 化 補 助 器 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 さ ま ざ ま な 内 視 鏡 下 手 技 が 、 食 道 、 胃 お よ び 結 腸 の 組 織 内 で 発 達 す る 隆 起 性 病 変 お よ び
表 面 型 病 変 を 含 む 、 胃 腸 管 の 初 期 癌 を 治 療 す る た め に 開 発 さ れ て い る 。 こ の よ う な 癌 は 、
粘 膜 層 の 前 癌 病 変 ま た は 癌 性 病 変 と し て 存 在 し て い る こ と が あ り 、 ま た 、 こ の よ う な 組 織
の 粘 膜 下 層 に 隣 接 し て い る 、 ま た は 、 部 分 的 に 貫 入 し て い る 縁 を 含 む こ と が あ る 。 こ の よ
う な 状 況 に お い て 、 外 科 医 は 、 そ の 前 癌 病 変 ま た は 癌 性 病 変 を 一 般 に 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術
（ 「 Ｅ Ｍ Ｒ 」 ） に 分 類 さ れ る 顕 微 手 術 を 行 う こ と に よ っ て 取 り 除 く こ と を 望 む こ と が あ る
。 こ の よ う な 手 術 で は 、 通 常 、 外 科 医 が 、 結 腸 鏡 ま た は 胃 鏡 の よ う な 可 撓 性 内 視 鏡 を 患 者
の 胃 腸 管 と つ な が っ て い る 自 然 な 開 口 部 に 挿 入 し 、 そ の 器 具 の 遠 位 端 を 病 変 の 部 位 ま で 、
そ の 器 具 の 映 像 化 機 能 を 使 っ て 案 内 す る こ と が 必 要 で あ る 。 こ れ に よ り 、 外 科 医 は 、 多 数
の 顕 微 手 技 の う ち の １ つ で 、 病 変 と 、 周 囲 粘 膜 お よ び そ の 下 に あ る 粘 膜 下 層 の 一 部 を 含 む
健 康 な 組 織 の 縁 と を 切 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 こ の よ う な 切 除 術 は 、 デ ュ ア ル チ ャ ネ ル 型 内 視 鏡 の 別 個 の 作 業 用 チ ャ ネ ル に 通
さ れ た 一 対 の 鉗 子 と 、 焼 灼 用 ワ イ ヤ ス ネ ア と を 利 用 す る 「 リ フ ト ・ ア ン ド ・ カ ッ ト (lift-
and-cut)」 手 技 を 使 っ て 行 う こ と が で き る 。 リ フ ト ・ ア ン ド ・ カ ッ ト 手 技 は 、 一 般 に 、 病
変 に 隣 接 す る 粘 膜 下 層 の 下 に 溶 液 を 注 入 し て 、 粘 膜 お よ び 粘 膜 下 層 を そ の 下 に あ る 筋 層 か
ら 剥 離 す る 段 階 と 、 ワ イ ヤ ス ネ ア を 粘 膜 の 表 面 に あ る 病 変 の 周 り に 配 置 す る 段 階 と 、 ワ イ
ヤ ス ネ ア を 通 っ た 病 変 を 一 対 の 鉗 子 で 把 持 す る 段 階 と 、 ワ イ ヤ ス ネ ア を 作 動 さ せ て 病 変 を
切 除 す る 段 階 と を 含 む 。 「 リ フ ト ・ ア ン ド ・ カ ッ ト 」 手 技 や ワ イ ヤ ス ネ ア を 利 用 す る 変 形
例 は 、 都 合 の よ い こ と に 、 非 常 に 特 殊 な 器 具 を 必 要 と し な い が 、 不 都 合 な こ と に 、 大 き な
病 変 の 切 除 に 適 さ ず 、 分 割 し て 切 除 を 行 う と 、 切 除 が 不 十 分 で あ り 、 病 気 が 再 発 す る 危 険
が 増 大 す る 、 と い う 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 切 除 は 、 内 視 鏡 用 の ニ ー ド ル ナ イ フ (needle knife)、 フ ッ ク ナ イ フ (hook kn
ife)、 イ ン シ ュ レ ー シ ョ ン ・ チ ッ プ ド ・ ジ ア テ ル ミ ッ ク ・ ナ イ フ (insulation-tipped dia
thermic knife)（ Ｉ Ｔ ナ イ フ ） 等 を 利 用 す る 、 そ し て 、 オ プ シ ョ ン と し て 、 ワ イ ヤ ス ネ ア
を 利 用 す る 周 囲 切 除 手 技 を 使 っ て 行 う こ と も で き る 。 周 囲 切 除 手 技 は 、 一 般 に 、 病 変 に 隣
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接 す る 粘 膜 下 層 の 下 に 溶 液 を 注 入 し て 、 粘 膜 お よ び 粘 膜 下 層 を そ の 下 に あ る 筋 層 か ら 剥 離
す る 段 階 と 、 内 視 鏡 ナ イ フ を 使 っ て 病 変 の 周 り を 円 周 状 に 切 開 す る 段 階 と 、 粘 膜 下 層 お よ
び 筋 層 の 間 の 切 開 で 取 り 囲 ま れ た 組 織 の 下 に 一 連 の 側 方 切 開 を 段 々 に 形 成 し て 、 切 開 で 取
り 囲 ま れ て い る 組 織 を 筋 層 か ら 剥 離 す る 段 階 と 、 そ し て 、 オ プ シ ョ ン と し て 、 病 変 が 茎 （
pedicle） で く っ つ い て い る 場 合 に は 、 ワ イ ヤ ス ネ ア を 周 囲 が 剥 離 さ れ た 病 変 の 周 り へ 誘
導 し 、 ワ イ ヤ ス ネ ア を 作 動 さ せ て 茎 を 切 り 離 す 段 階 と を 含 む 。 周 囲 手 技 で は 、 都 合 の よ い
こ と に 、 切 除 が 完 全 で あ っ た か 不 完 全 で あ っ た か を 評 価 す る の に 大 き な 、 ひ と ま と め に し
た 塊 の 検 体 を 収 集 す る こ と が で き 、 こ の た め に 、 切 除 が 不 十 分 で 、 病 気 が 再 発 す る 危 険 を
低 減 で き る が 、 不 都 合 な こ と に 、 筋 層 を 穿 孔 す る 危 険 が 大 き く な り う る 。 周 囲 手 技 は ま た
、 現 在 の と こ ろ 、 や り 遂 げ る の に 相 当 な 時 間 を 必 要 と し 、 例 え ば 、 病 変 毎 に 約 １ 時 間 か ら
約 ２ 時 間 を 必 要 と す る 。 読 者 に は 分 か る で あ ろ う が 、 筋 層 を 穿 孔 す る 危 険 、 そ し て 恐 ら く
は 手 技 を や り 遂 げ る の に 必 要 な 時 間 は 、 食 道 や 結 腸 の 大 部 分 を 構 成 す る し な や か な 組 織 を
外 科 医 が も っ と 制 御 で き る よ う に な れ ば 、 減 ら し う る の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 切 除 術 は 特 殊 な 装 置 を 用 い て 行 う こ と も で き 、 こ の 特 殊 な 装 置 と し て は 、 ２
０ ０ ６ 年 ４ 月 ２ ８ 日 に 出 願 さ れ 、 発 明 の 名 称 が 「 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 を 行 う た め の 装 置 お
よ び 方 法 （ Apparatus and Method for Performing an Endoscopic Mucosal Resection）
」 で あ る 米 国 特 許 出 願 第 　 　 　 　 　 　 号 （ 整 理 番 号 Ｅ Ｎ Ｄ ５ ７ ９ ４ Ｕ Ｓ Ｎ Ｐ ） に 開 示 さ れ
て お り 、 こ の 出 願 の 全 内 容 は 、 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。 簡 単 に 説 明 す る と 、
こ の よ う な 装 置 は 、 切 断 要 素 を 支 持 す る 一 対 の 軸 回 転 可 能 な ア ー ム を 含 ん で い る こ と が あ
り 、 こ の 切 断 要 素 は 、 病 変 近 傍 の 粘 膜 下 層 お よ び 筋 層 の 間 に 挿 入 さ れ る 。 こ の 装 置 に よ り
、 外 科 医 は 、 病 変 と そ の 下 に あ る 粘 膜 下 層 と を 筋 層 か ら 、 ア ー ム お よ び 切 断 要 素 を 鋏 の よ
う に 操 作 す る こ と に よ っ て 鈍 的 に 剥 離 す る こ と が で き る 。 剥 離 が 終 わ っ た 後 、 外 科 医 は 、
切 断 要 素 の 向 き を 剥 離 面 に 対 し て 垂 直 に 、 ま た は 、 部 分 的 に 横 切 る よ う に 変 え 、 剥 離 し た
病 変 お よ び 粘 膜 下 層 を 、 切 断 要 素 を さ ら に 操 作 す る こ と に よ り 切 除 す る こ と が で き る 。 こ
の 改 良 さ れ た 装 置 は ま た 、 都 合 の よ い こ と に 、 切 除 が 完 全 で あ っ た か 、 不 完 全 で あ っ た か
を 評 価 す る た め の 大 き な 、 ひ と ま と め に し た 塊 の 検 体 の 収 集 を 可 能 と し 、 こ れ に よ り 、 切
除 が 不 完 全 で あ り 、 病 気 が 再 発 す る 危 険 を 低 減 で き る が 、 場 合 に よ っ て は 、 外 科 医 が 手 術
部 位 お よ び 周 囲 組 織 に 対 し て 並 は ず れ た 制 御 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ こ で 「 並 は ず れ た 制 御
」 と い う 言 葉 は 、 手 術 部 位 の 組 織 に 局 所 的 に 張 力 を 加 え 、 病 変 近 傍 の 粘 膜 、 粘 膜 下 層 お よ
び 筋 層 が 実 質 的 に 滑 ら か で 曲 が っ て い な い （ non-convoluted） 一 組 の 層 と な る よ う に す る
装 置 お よ び ／ ま た は 方 法 を 利 用 す る こ と を い う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｅ Ｍ Ｒ は 、 一 般 に 、 安 定 化 用 の 補 助 器 具 を 使 う こ と な く 行 わ れ る も の で あ り 、 ま た 、 前
述 し た 「 リ フ ト ・ ア ン ド ・ カ ッ ト 」 手 技 の よ う な 手 技 で は 、 こ の よ う な 補 助 器 具 は 実 質 的
に 役 立 た な い で あ ろ う 。 し か し な が ら 、 よ り 複 雑 な 手 作 業 に よ る 手 技 が 開 発 さ れ る に つ れ
、 ま た 、 よ り 複 雑 な 手 術 機 器 が 利 用 さ れ る よ う に な る に つ れ 、 胃 腸 管 の 軟 ら か く 、 し な や
か な 組 織 に 対 す る 制 御 の 度 合 い を よ り 大 き く す る こ と が 望 ま し く な る で あ ろ う 。 こ の よ う
な 安 定 化 用 の 補 助 器 具 は 、 周 囲 切 除 術 の よ う な 複 雑 な 手 作 業 の 手 技 を 行 お う と し て い る 外
科 医 や 、 前 述 し た 改 良 型 Ｅ Ｍ Ｒ 装 置 の よ う な 半 自 動 化 切 除 装 置 を 利 用 し よ う と す る 外 科 医
の 助 け と な る で あ ろ う 。 こ の よ う な 安 定 化 用 の 補 助 器 具 は ま た 、 内 視 鏡 下 手 技 を 行 う 外 科
医 が 、 開 腹 手 術 で 利 用 さ れ て い る よ り 複 雑 な 手 法 の い く つ か を 顕 微 手 術 用 途 に 適 用 す る こ
と を 可 能 に す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 内 視 鏡 用 器 具 の 遠 位 端 か ら 展 開 す る こ と が で き 、 手 技 が 終 わ っ た ら そ の 器
具 の 元 に 位 置 に 戻 す こ と が で き る 安 定 化 補 助 器 具 を 提 供 す る 内 視 鏡 器 具 に 対 す る 需 要 が あ
る 。 さ ら に 、 さ ま ざ ま な 手 術 の 役 割 を 支 援 す る た め に 補 助 機 器 用 の チ ャ ネ ル を 与 え る 汎 用
内 視 鏡 用 器 具 と 組 み 合 わ せ て 操 作 す る こ と が で き る 安 定 化 用 ア ク セ サ リ に 対 す る 需 要 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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〔 発 明 の 概 要 〕
　 開 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ の 一 態 様 は 、 患 者 の 胃 腸 管 に 挿 入 す る た め の 第 １ の 遠 位 端 を
有 す る 可 撓 性 シ ャ フ ト と 、 そ の 遠 位 端 の 外 面 周 り に 配 置 さ れ た 複 数 の ア ー ム ハ ウ ジ ン グ と
、 そ の ア ー ム ハ ウ ジ ン グ 内 に 保 持 さ れ て い る 複 数 の ア ー ム で あ っ て 、 そ の ア ー ム ハ ウ ジ ン
グ か ら 伸 ば し た り 、 引 っ 込 め た り で き る ア ー ム と 、 ア ー ム に 連 結 さ れ た フ ィ ン ガ ー で あ っ
て 、 そ の ア ー ム の 横 軸 に 対 し て 回 す こ と が で き る フ ィ ン ガ ー と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 開 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ の 別 の 態 様 は 、 制 御 ハ ン ド ル と 、 そ の 制 御 ハ ン ド ル に 連 結 さ
れ た ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ と 、 制 御 ハ ン ド ル に 連 結 さ れ て お り 、 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ 内
に 同 軸 に 保 持 さ れ て い る フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ と 、 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ に 連 結 さ れ
た ア ー ム と 、 ア ー ム お よ び フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ に 連 結 さ れ た フ ィ ン ガ ー で あ っ て 、
ア ー ム の 横 軸 に 対 し て 回 転 さ せ る こ と が で き る フ ィ ン ガ ー と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 別 の 態 様 で は 、 開 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ が 、 取 り 付 け シ ー ス と 、 取 り 付 け シ ー
ス の 遠 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 近 位 部 分 を 有 す る 可 撓 性 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ と 、 取 り 付 け
シ ー ス と 相 互 に 連 結 さ れ て お り 、 か つ 、 取 り 付 け シ ー ス と 重 な っ て い る 拘 束 用 シ ー ス と を
含 み 、 拘 束 用 シ ー ス は 、 可 撓 性 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ を 締 め 付 け る た め に 、 取 り 付 け シ ー
ス の 遠 位 部 分 に ス ラ イ ド 式 に 被 せ 、 越 え さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 開 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ の 他 の 態 様 は 、 以 下 の 記 載 、 添 付 図 面 、 お よ び 、 添 付 し た 特
許 請 求 の 範 囲 か ら 明 ら か と な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 図 １ を 参 照 す る と 、 内 視 鏡 用 器 具 の 第 １ の 態 様 が 示 さ れ て お り 、 こ の 第 １ の 態 様 は 可 撓
性 シ ャ フ ト １ ０ ０ を 含 ん で も よ く 、 こ の 可 撓 性 シ ャ フ ト １ ０ ０ は 、 患 者 の 胃 腸 管 １ ０ に 挿
入 す る た め の 遠 位 端 １ ０ ２ と 、 光 源 、 フ ァ イ バ ー ス コ ー プ の ア イ ピ ー ス 、 カ メ ラ の 表 示 部
、 洗 浄 管 、 減 圧 源 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 制 御 部 な ど と 連 結 す る た め の 近 位 端 １ ０ ４ と を 有 し
て い て も よ い 。 シ ャ フ ト １ ０ ０ は 、 可 撓 性 内 視 鏡 が シ ャ フ ト に 入 る 大 き さ お よ び 形 状 を し
て い て も よ く 、 ま た 、 細 長 い 軸 Ａ を 画 定 し て い て も よ く 、 こ の 軸 Ａ は 、 真 っ 直 ぐ で あ っ て
も よ い し 、 曲 が っ て い て も よ い 。 可 撓 性 シ ャ フ ト １ ０ ０ の 遠 位 端 １ ０ ２ は 、 複 数 の ア ー ム
１ １ ０ を 含 ん で い て も よ く 、 こ の 複 数 の ア ー ム １ １ ０ は 、 遠 位 端 １ ０ ２ の 外 面 の 周 り に 配
置 さ れ た 複 数 の ア ー ム ハ ウ ジ ン グ １ ２ ８ か ら 伸 ば し た り 、 引 っ 込 め た り す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 可 撓 性 シ ャ フ ト １ ０ ０ は 、 作 業 用 チ ャ ネ ル １ ５ ０ お よ び 複 数 の 補 助 チ ャ ネ ル １ ６ ０ を さ
ら に 含 む こ と で あ っ て も よ い 。 チ ャ ネ ル １ ５ ０ 、 １ ６ ０ は 、 シ ャ フ ト １ ０ ０ の 内 部 に あ っ
て も よ い し 、 外 部 に あ っ て も よ い 。 作 業 用 チ ャ ネ ル １ ５ ０ は 、 外 科 手 術 中 に 、 内 視 鏡 用 機
器 、 例 え ば 、 針 、 鉗 子 、 ス ネ ア 、 ナ イ フ 、 お よ び 、 当 該 技 術 に お い て 公 知 の 他 の こ の よ う
な 機 器 を 展 開 す る の に 用 い る こ と が で き る 。 補 助 チ ャ ネ ル １ ６ ０ は 、 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー
タ １ ３ ０ を 収 容 し て い て も よ く 、 こ の ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ０ は 、 ア ー ム １ １ ０ を 保
護 ス リ ー ブ １ ２ ８ に 対 し て 伸 ば し た り 、 引 っ 込 め た り す る た め の 手 段 を 提 供 す る も の で あ
る 。 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ０ は 、 ア ー ム １ １ ０ に 接 着 、 溶 接 、 ま た は 、 当 該 技 術 に お
い て 公 知 の 他 の 方 法 に よ っ て 連 結 さ れ て い て も よ い 。 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ０ は ま た
、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ２ （ 例 え ば 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル ） を 同 軸 に 収 容 し て い て も
よ い 。 こ の よ う な 場 合 、 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ０ は 、 ら せ ん 状 に 巻 か れ た ス テ ン レ ス
ス チ ー ル 製 ワ イ ヤ か ら な る シ ー ス と し て 設 け ら れ て い て も よ く 、 ま た 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ
ュ エ ー タ １ ３ ２ は 、 そ の シ ー ス 内 を ス ラ イ ド し て 動 く こ と が で き る ス テ ン レ ス ス チ ー ル 製
ワ イ ヤ と し て 設 け ら れ て い て も よ い 。 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ０ お よ び フ ィ ン ガ ー ア ク
チ ュ エ ー タ １ ３ ２ は 、 可 撓 性 シ ャ フ ト １ ０ ０ の 近 位 端 １ ０ ４ に 取 り 付 け ら れ た さ ま ざ ま な
ト リ ガ ー 式 制 御 部 、 プ ラ ン ジ ャ ー 式 制 御 部 、 ス ラ イ ド 式 制 御 部 、 ま た は 、 他 の 制 御 手 段 に
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よ っ て 独 立 に 操 作 さ れ る こ と で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ Ａ 、 図 ２ Ｂ お よ び 図 ２ Ｃ を 参 照 す る と 、 各 ア ー ム 部 １ １ ０ は 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ
エ ー タ 用 チ ャ ネ ル １ １ ８ と 、 遠 位 分 岐 部 １ １ ２ と を 含 ん で い て も よ く 、 遠 位 分 岐 部 １ １ ２
は 、 回 転 軸 １ １ ４ お よ び 一 対 の 回 転 軸 収 容 部 １ １ ６ を さ ら に 含 む こ と で あ っ て も よ い 。 フ
ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ 用 チ ャ ネ ル １ １ ８ は 、 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ０ か ら 遠 位 に 延
び て い る フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ２ の 一 部 を 収 容 し て い る こ と で あ っ て も よ い 。 フ
ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ２ は 、 斜 め で あ り 、 か つ 、 分 岐 し て い る ア ク チ ュ エ ー タ ピ ン
１ ３ ６ を 提 供 す る 、 Ｙ 字 形 状 の 頭 部 １ ３ ４ で 終 わ っ て い て も よ い 。 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ
ー タ １ ３ ２ を フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ 用 チ ャ ネ ル １ １ ８ か ら 遠 位 に 完 全 に 伸 ば す と 、 頭
部 １ ３ ４ は 回 転 軸 １ １ ４ に 当 た る こ と が で き 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ２ を フ ィ ン
ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ 用 チ ャ ネ ル １ １ ８ 内 へ と 近 位 に 完 全 に 後 退 さ せ る と 、 頭 部 １ ３ ４ は ア
ー ム １ １ ０ に 当 た る こ と が で き る 。 軸 回 転 フ ィ ン ガ ー １ ２ ０ が 設 け ら れ て い て も よ く 、 こ
の 軸 回 転 フ ィ ン ガ ー １ ２ ０ が 、 回 転 軸 １ １ ４ を 取 り 囲 む ハ ブ １ ２ ２ と 、 頭 部 １ ３ ４ に あ る
ア ク チ ュ エ ー タ ピ ン １ ３ ６ を 収 容 し 、 か つ 、 ア ク チ ュ エ ー タ ピ ン １ ３ ６ と 連 動 す る 斜 め ア
ク チ ュ エ ー タ ピ ン 収 容 部 １ ２ ４ と を 含 む こ と で あ っ て も よ い 。 一 対 の フ ィ ン ガ ー １ ２ ０ は
、 回 転 軸 １ １ ４ を 回 転 軸 収 容 部 １ １ ６ の 間 に 挿 入 し 、 か つ 、 ハ ブ １ ２ ２ に 通 す こ と に よ り
、 遠 位 分 岐 部 １ １ ２ の 中 で 、 頭 部 １ ３ ４ の 両 側 に お い て 固 定 す る こ と が で き る 。 ア ク チ ュ
エ ー タ ピ ン 収 容 部 １ ２ ４ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ ピ ン １ ３ ６ は 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ
１ ３ ２ を 遠 位 に 伸 ば し た 場 合 に 、 フ ィ ン ガ ー １ ２ ０ が 共 に 閉 じ て 、 ア ー ム １ １ ０ と 一 直 線
に 揃 う よ う に （ 図 ２ Ａ ） 、 ま た 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ２ を 近 位 に 後 退 さ せ た 場
合 に 、 フ ィ ン ガ ー １ ２ ０ が ア ー ム １ １ ０ に 対 し て 広 が る こ と が で き る よ う に （ 図 ２ Ｂ ） 、
回 転 軸 １ １ ４ 回 り に 回 転 す る よ う に フ ィ ン ガ ー １ ２ ０ を 駆 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 ア ー ム １ １ ０ お よ び フ ィ ン ガ ー １ ２ ０ は 、 食 道 ま た は 結 腸 の よ う な 管 状 構
造 の 組 織 に 局 所 的 に 張 力 を か け る よ う に 操 作 す る こ と が で き る 。 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ １
３ ０ を 遠 位 に 伸 ば し て 、 可 撓 性 内 視 鏡 の 遠 位 端 １ ０ ２ 周 り に 配 置 さ れ た ア ー ム ハ ウ ジ ン グ
１ ２ ８ か ら ア ー ム １ １ ０ を 展 開 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 器 具 の 遠 位 端 １ ０ ２ の 近 傍
に あ る 組 織 の 一 部 を 引 き 離 す こ と が で き 、 ま た 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ２ を 近 位
に 引 っ 込 め て 、 フ ィ ン ガ ー １ ２ ０ を 展 開 形 状 へ 広 げ 、 食 道 ま た は 結 腸 の よ う な 管 状 組 織 の
広 げ ら れ た 周 界 に 近 似 す る 周 界 を 作 る こ と が で き る 。 こ の よ う に 広 げ る こ と に よ り 、 組 織
に 適 度 な 大 き さ の 張 力 を か け る こ と が で き 、 ア ー ム １ １ ０ お よ び 遠 位 端 １ ０ ２ の 近 傍 の 粘
膜 、 粘 膜 下 層 お よ び 筋 層 が 実 質 的 に 滑 ら か で 曲 が っ て い な い 一 組 の 層 と な る よ う に す る こ
と が で き る 。 外 科 医 が 可 撓 性 内 視 鏡 の 位 置 を 変 え る こ と 、 ま た は 、 取 り 去 る こ と を 望 ん だ
場 合 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ２ を 遠 位 へ 伸 ば し て フ ィ ン ガ ー １ ２ ０ を 閉 じ る こ と
が で き 、 ま た 、 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ １ ３ ０ を 近 位 へ 後 退 さ せ て ア ー ム １ １ ０ を ア ー ム ハ
ウ ジ ン グ １ ２ ８ 内 に 引 っ 込 め 、 組 織 を 放 し 、 器 具 を 患 者 の 中 で 動 か す 準 備 を す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 内 視 鏡 用 ア ク セ サ リ の 第 １ の 態 様 が 示 さ れ て お り 、 こ の 内 視 鏡 用 ア
ク セ サ リ は 、 複 数 の 周 囲 補 助 チ ャ ネ ル （ 不 図 示 ） を 有 す る 可 撓 性 内 視 鏡 用 器 具 、 例 え ば 可
撓 性 内 視 鏡 な ど で 使 用 す る た め の も の で あ る 。 こ の よ う な 内 視 鏡 機 器 は 、 そ う で な け れ ば
補 助 チ ャ ネ ル を 欠 く 器 具 に 周 囲 補 助 チ ャ ネ ル を 付 け 足 す 「 オ ー バ ー チ ュ ー ブ 」 と 組 み 合 わ
せ た 、 従 来 の 可 撓 性 内 視 鏡 を 含 む こ と で あ っ て も よ い 。 ア ク セ サ リ ２ ０ ０ は 、 複 数 の ア ー
ム ２ １ ０ を 含 ん で い て も よ く 、 こ れ ら ア ー ム ２ １ ０ は 、 器 具 の 補 助 チ ャ ネ ル の 遠 位 開 口 部
か ら 伸 ば し た り 、 引 っ 込 め た り す る こ と が で き る 。 各 ア ー ム ２ １ ０ は 、 制 御 ハ ン ド ル ２ ０
２ に ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ０ に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ０
は 、 ア ー ム ２ １ ０ を 内 視 鏡 の 補 助 チ ャ ネ ル に 対 し て 伸 ば し た り 、 引 っ 込 め た り す る た め の
手 段 を 提 供 す る 。 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ０ は 、 ア ー ム ２ １ ０ に 接 着 、 溶 接 、 ま た は 、
当 該 技 術 に お い て 公 知 の 他 の 方 法 に よ っ て 連 結 さ れ て い て も よ い 。 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ
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２ ３ ０ は ま た 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ２ を 同 軸 に 収 容 し て い て も よ い 。 こ の よ う
な 場 合 、 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ０ は 、 ら せ ん 状 に 巻 か れ た ス テ ン レ ス ス チ ー ル 製 ワ イ
ヤ か ら な る シ ー ス と し て 設 け ら れ て い て も よ く 、 ま た 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ２
は 、 そ の シ ー ス 内 を ス ラ イ ド 移 動 可 能 な ス テ ン レ ス ス チ ー ル 製 ワ イ ヤ と し て 設 け ら れ て い
て も よ い 。 ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ０ お よ び ２ ３ ２ は 、 上 述 し た 補 助 チ ャ ネ ル に 通 さ れ 、 器 具
に お け る 近 位 の 補 助 チ ャ ネ ル 開 口 部 の 外 側 に 配 置 さ れ た 制 御 ハ ン ド ル ２ ０ ２ に 連 結 さ れ て
い て も よ い 。 外 科 医 ま た は 手 術 助 手 は 、 制 御 ハ ン ド ル ２ ０ ２ を 近 位 の 補 助 チ ャ ネ ル 開 口 部
の 方 へ 動 か し 、 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ０ を 器 具 に お け る 遠 位 の 補 助 チ ャ ネ ル 開 口 部 か
ら 伸 ば し 、 ま た 、 制 御 ハ ン ド ル ２ ０ ２ を 近 位 の 補 助 チ ャ ネ ル 開 口 部 か ら 離 し 、 ア ー ム ア ク
チ ュ エ ー タ ２ ３ ０ を 器 具 に お け る 遠 位 の 補 助 チ ャ ネ ル 開 口 部 の 中 に 引 っ 込 ま せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ Ａ 、 図 ４ Ｂ お よ び 図 ４ Ｃ を 参 照 す る と 、 各 ア ー ム 部 ２ １ ０ は 、 各 ア ー ム 部 ２ １ ０ を
貫 通 す る フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ 用 チ ャ ネ ル ２ １ ８ と 、 遠 位 分 岐 部 ２ １ ２ と を 含 ん で い
て も よ い 。 遠 位 分 岐 部 ２ １ ２ は 、 回 転 軸 ２ １ ４ お よ び 一 対 の 回 転 軸 収 容 部 ２ １ ６ を 含 ん で
い て も よ い 。 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ 用 チ ャ ネ ル ２ １ ８ が 、 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３
０ か ら 遠 位 に 延 び て い る フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ２ の 一 部 を 収 容 し て も よ い 。 フ ィ
ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ２ は 、 斜 め で 、 分 岐 し た ア ク チ ュ エ ー タ ピ ン ２ ３ ６ を 提 供 す る
、 Ｙ 字 形 状 の 頭 部 ２ ３ ４ で 終 わ っ て い て も よ い 。 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ２ を フ ィ
ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ 用 チ ャ ネ ル ２ １ ８ か ら 遠 位 に 完 全 に 伸 ば す と 、 頭 部 ２ ３ ４ が 回 転 軸
２ １ ４ に 当 た る こ と が で き 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ２ を フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー
タ 用 チ ャ ネ ル ２ １ ８ 内 へ と 近 位 に 完 全 に 引 っ 込 め る と 、 頭 部 ２ ３ ４ が ア ー ム ２ １ ０ に 当 た
る こ と が で き る 。 軸 回 転 フ ィ ン ガ ー ２ ２ ０ が 設 け ら れ て い て も よ く 、 こ の 軸 回 転 フ ィ ン ガ
ー ２ ２ ０ は 、 回 転 軸 ２ １ ４ を 取 り 囲 む ハ ブ ２ ２ ２ と 、 頭 部 ２ ３ ４ に あ る ア ク チ ュ エ ー タ ピ
ン ２ ３ ６ を 収 容 し 、 か つ 、 実 質 的 に 取 り 囲 む 斜 め ア ク チ ュ エ ー タ ピ ン 収 容 部 ２ ２ ４ と を 含
ん で い て も よ い 。 一 対 の フ ィ ン ガ ー ２ ２ ０ は 、 回 転 軸 ２ １ ４ を 回 転 軸 収 容 部 ２ １ ６ の 間 に
挿 入 し 、 か つ 、 ハ ブ ２ ２ ２ に 通 す こ と に よ り 、 遠 位 分 岐 部 ２ １ ２ 内 に 、 頭 部 ２ ３ ４ の 両 側
に お い て 固 定 さ れ て い て も よ い 。 ア ク チ ュ エ ー タ ピ ン 収 容 部 ２ ２ ４ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ
ピ ン ２ ３ ６ は 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ２ を 遠 位 に 伸 ば し た 場 合 に 、 フ ィ ン ガ ー ２
２ ０ が 共 に 閉 じ て 、 ア ー ム ２ １ ０ と 一 直 線 に 揃 う よ う に 、 ま た 、 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー
タ ２ ３ ２ を 近 位 に 後 退 さ せ た 場 合 に 、 フ ィ ン ガ ー ２ ２ ０ が ア ー ム ２ １ ０ に 対 し て 広 が っ て
離 れ る こ と が で き る よ う に 、 回 転 軸 ２ １ ４ 回 り に 回 転 す る よ う に フ ィ ン ガ ー ２ ２ ０ を 駆 動
す る こ と が で き る 。 外 科 医 ま た は 手 術 助 手 は 、 制 御 ハ ン ド ル ２ ０ ２ （ 図 ３ ） に あ る ス ラ イ
ド 式 制 御 部 ２ ０ ４ を 操 作 し て フ ィ ン ガ ー ２ ２ ０ を 動 か す こ と が で き 、 制 御 部 ２ ０ ４ を 制 御
ハ ン ド ル ２ ０ ２ の 遠 位 端 の 方 へ ス ラ イ ド さ せ て フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ２ を 遠 位 へ
伸 ば し 、 フ ィ ン ガ ー ２ ２ ０ を 閉 じ 、 フ ィ ン ガ ー ２ ２ ０ の 位 置 を ア ー ム ２ １ ０ と 揃 え る こ と
が で き 、 ま た 、 制 御 部 ２ ０ ４ を 制 御 ハ ン ド ル ２ ０ ２ の 近 位 端 の 方 へ ス ラ イ ド さ せ て フ ィ ン
ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ ２ ３ ２ を 近 位 へ 後 退 さ せ 、 フ ィ ン ガ ー ２ ２ ０ を ア ー ム １ １ ０ に 対 し て
広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し た が っ て 、 ア ー ム ２ １ ０ お よ び フ ィ ン ガ ー ２ ２ ０ は 、 食 道 ま た は 結 腸 の よ う な 管 状 構
造 の 組 織 に 局 所 的 に 張 力 を か け る よ う に 操 作 す る こ と が で き る 。 制 御 ハ ン ド ル ２ ０ ２ を 操
作 し て ア ー ム ２ １ ０ を 可 撓 性 内 視 鏡 用 器 具 の 遠 位 の 補 助 チ ャ ネ ル 開 口 部 か ら 遠 位 に 伸 ば す
こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 そ の 器 具 の 遠 位 端 近 傍 に あ る 組 織 の 一 部 を 引 き 離 す こ と が で き
、 ま た 、 ス ラ イ ド 式 制 御 部 ２ ０ ４ を 操 作 し て フ ィ ン ガ ー １ ２ ０ を 広 げ る こ と が で き る 。 ア
ー ム ２ １ ０ を 伸 ば し 、 フ ィ ン ガ ー ２ ２ ０ を 広 げ る こ と に よ り 、 食 道 ま た は 結 腸 の よ う な 管
状 組 織 の 広 げ ら れ た 周 界 に 近 似 し た 周 界 を 作 る こ と が で き る 。 こ の よ う に 広 げ る こ と に よ
り 、 組 織 に 適 度 な 大 き さ の 張 力 を か け る こ と が で き 、 可 撓 性 内 視 鏡 用 器 具 の 遠 位 端 に あ る
ア ー ム の 近 傍 の 粘 膜 、 粘 膜 下 層 お よ び 筋 層 が 実 質 的 に 滑 ら か で 曲 が っ て い な い 一 組 の 層 と
な る よ う に す る こ と が で き る 。 外 科 医 が 可 撓 性 内 視 鏡 の 位 置 を 変 え る こ と 、 ま た は 、 取 り
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去 る こ と を 望 ん だ 場 合 、 ス ラ イ ド 式 制 御 部 ２ ０ ４ を 操 作 し て フ ィ ン ガ ー ２ ２ ０ を 閉 じ 、 フ
ィ ン ガ ー ２ ２ ０ を ア ー ム ２ １ ０ の 位 置 に 揃 え る こ と が で き 、 ま た 、 制 御 ハ ン ド ル ２ ０ ２ を
操 作 し て ア ー ム ２ １ ０ を 可 撓 性 内 視 鏡 用 器 具 に お け る 遠 位 の 補 助 チ ャ ネ ル 開 口 部 内 に 引 っ
込 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 胃 鏡 ま た は 結 腸 鏡 の よ う な 可 撓 性 内 視 鏡 用 器 具 で 使 用 す る よ う に 構
成 さ れ た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ (lumen stabilizer)の 別 の 態 様 が 示 さ れ て い る 。 装 置 ３ ０ ０ は
、 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０ と 、 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ (stent stabilizer)３ ２ ０ と 、 拘 束 用
シ ー ス ３ ３ ０ と を 含 ん で い て も よ い 。 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０ は 、 可 撓 性 内 視 鏡 用 器 具 の 遠
位 端 と 連 動 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 ほ ぼ 環 状 の 断 面 を 有 す る 中 空 管 と し て 形 成 さ れ て い て
も よ い 。 こ の よ う な 連 動 関 係 は 、 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０ の 内 面 を 可 撓 性 内 視 鏡 の 剛 性 の 外
面 に 合 う よ う に 形 成 す る こ と に よ り 、 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０ の 一 部 を 可 撓 性 内 視 鏡 の 外 面
に ク ラ ン プ を 用 い て 取 り 付 け る こ と に よ り 、 ま た は 、 当 業 者 に 自 明 の 他 の 方 法 に よ り 確 立
す る こ と が で き る 。 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ ３ ２ ０ の 近 位 端 は 、 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０ の 遠
位 端 に 、 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ ３ ２ ０ の 相 当 部 分 が 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０ の 遠 位 端 を 越 え
て 延 び る よ う に 取 り 付 け ら れ て も よ い 。 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ は 、 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０
に 溶 接 、 接 着 、 ク ラ ン プ 締 め 、 ま た は 、 当 該 技 術 で 公 知 の 他 の 方 法 で 取 り 付 け る こ と が で
き る 。 拘 束 用 シ ー ス ３ ３ ０ は 、 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０ の 形 状 に 合 い 、 取 り 付 け シ ー ス ３ １
０ に 対 し て ス ラ イ ド 式 に 操 作 で き る よ う に 構 成 さ れ た 中 空 管 と し て 形 成 さ れ て い て も よ い
。 拘 束 用 シ ー ス ３ ３ ０ の 遠 位 端 は 、 拘 束 用 シ ー ス ３ ３ ０ の 内 壁 と 、 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０
の 外 壁 と の 間 に 間 隙 を 画 定 し 、 そ の 間 隙 が 、 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ ３ ２ ０ の 近 位 端 を 入 れ
る こ と の で き る 環 状 の 容 積 と な る よ う に さ ら に 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ ３ ２ ０ は 、 広 げ る こ と と 、 し ぼ ま せ る こ と の 両 方 が 可 能 で あ っ て
も よ く 、 ス テ ン ト が 隣 接 す る 構 造 体 か ら 締 め 付 け ら れ も 、 拘 束 さ れ も し て い な い と き に 、
ス テ ン ト が 広 が っ た 形 状 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る か 、 さ も な け れ ば 予 め 応 力 を か け ら
れ て い る こ と で あ っ て も よ い 。 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ は 、 広 が っ た と き の 直 径 が 可 撓 性 内
視 鏡 用 器 具 の 遠 位 端 の 直 径 よ り も 大 き く 、 し ぼ ん だ と き の 直 径 が 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０ の
直 径 と だ い た い 等 し く な る よ う に 設 計 さ れ て い て も よ い 。 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ ３ ２ ０ は
、 ナ イ ロ ン の よ う な 弾 性 材 料 か ら な る 円 筒 状 メ ッ シ ュ か ら 、 ま た は 、 オ プ シ ョ ン と し て 、
ニ ッ ケ ル チ タ ン 合 金 （ ニ チ ノ ー ル ） の よ う に 形 状 記 憶 効 果 を 示 す 高 弾 性 材 料 か ら 作 ら れ て
い て も よ い 。 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ ３ ２ ０ の メ ッ シ ュ は 、 オ プ シ ョ ン と し て 、 改 造 し て メ
ッ シ ュ の 織 り の 中 に 操 作 窓 ３ ２ ２ を 設 け ら れ て も よ く 、 こ の 窓 に よ り 内 視 鏡 用 器 具 の 遠 位
端 か ら 操 作 さ れ て い る 機 器 が ス テ ン ト の 外 面 に 当 た っ て い る 組 織 に 届 く よ う に な る こ と で
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 拘 束 用 チ ュ ー ブ ３ ３ ０ は 、 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ ３ ２ ０ を し ぼ ま せ た り 、 放 し た り す る
た め に 、 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０ に 対 し て ス ラ イ ド 式 に 操 作 で き る 。 拘 束 用 チ ュ ー ブ ３ ３ ０
が 可 撓 性 内 視 鏡 用 器 具 の シ ャ フ ト に 沿 っ て 近 位 へ 延 び る オ ー バ ー チ ュ ー ブ (overtube)と し
て 形 成 さ れ て い れ ば 、 拘 束 用 チ ュ ー ブ ３ ３ ０ は 、 器 具 の 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ た 制 御 部 に
よ っ て 操 作 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 拘 束 用 チ ュ ー ブ ３ ３ ０ が 比 較 的 短 い シ ー ス と し
て 形 成 さ れ て い れ ば 、 拘 束 用 チ ュ ー ブ ３ ３ ０ は 、 可 撓 性 内 視 鏡 用 器 具 の シ ャ フ ト と 並 ん で
延 び て い る 駆 動 用 ケ ー ブ ル に 連 結 さ れ て い て も よ い 。 拘 束 用 チ ュ ー ブ ３ ３ ０ は 、 取 り 付 け
シ ー ス ３ １ ０ の 遠 位 端 を 通 過 す る よ う に 遠 位 へ 前 進 さ せ る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 拘 束 用
チ ュ ー ブ ３ ３ ０ と ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ ３ ２ ０ と の 間 の 干 渉 が 、 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ ３
２ ０ を 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０ の 直 径 に ほ ぼ 等 し い 直 径 ま で し ぼ ま せ る の に 役 立 つ 。 拘 束 用
チ ュ ー ブ ３ ３ ０ は ま た 、 取 り 付 け シ ー ス ３ １ ０ お よ び 可 撓 性 内 視 鏡 用 器 具 の 遠 位 端 に 沿 っ
て 近 位 へ 後 退 さ せ る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 安 定 化 用 ス テ ン ト ３ ２ ０ の 遠 位 端 を 解 放 で き
、 ま た 、 安 定 化 用 ス テ ン ト ３ ２ ０ は 、 可 撓 性 内 視 鏡 用 器 具 の 遠 位 端 の 直 径 よ り も 実 質 的 に
大 き い 直 径 ま で 広 が る こ と が で き る 。 安 定 化 ス テ ン ト ３ ２ ０ の 遠 位 部 分 を 広 げ る と 、 食 道
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ま た は 結 腸 の よ う な 管 状 組 織 の 広 げ ら れ た 周 界 に 近 似 す る 周 界 バ リ ヤ (perimeter barrier
)を 作 る こ と が で き る 。 こ の よ う に 広 げ る こ と に よ り 、 組 織 に 適 度 な 大 き さ の 張 力 を か け
る こ と が で き 、 安 定 化 用 ス テ ン ト ３ ２ ０ の 遠 位 端 の 近 傍 に あ る 、 そ し て オ プ シ ョ ン と し て
操 作 窓 ３ ２ ２ 内 に あ る 、 粘 膜 、 粘 膜 下 層 お よ び 筋 層 が 実 質 的 に 滑 ら か で 曲 が っ て い な い 一
組 の 層 と な る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 開 示 し た 機 器 の さ ま ざ ま な 態 様 を 示 し 、 説 明 し た が 、 本 明 細 書 を 読 め ば 、 当 業 者 は 変 更
例 を 思 い つ く で あ ろ う 。 本 願 は 、 そ の よ う な 変 更 例 を 、 本 発 明 の 趣 旨 内 で あ る 限 り 含 む も
の で あ り 、 添 付 し た 特 許 請 求 の 範 囲 の 範 囲 に よ っ て の み 限 定 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
（ １ ） 　 管 腔 を 安 定 さ せ る た め の 内 視 鏡 機 器 に お い て 、
　 細 長 い 軸 を 画 定 す る 細 長 い 可 撓 性 シ ャ フ ト で あ っ て 、 遠 位 端 お よ び 近 位 端 を 含 む 、 シ ャ
フ ト と 、
　 遠 位 端 お よ び 近 位 端 を 有 す る 少 な く と も １ つ の ア ー ム で あ っ て 、 前 記 ア ー ム の 前 記 近 位
端 が 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 に 連 結 さ れ て い る 、 ア ー ム と 、
　 前 記 ア ー ム の 前 記 遠 位 端 に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ て い る 第 １ の フ ィ ン ガ ー と 、
　 前 記 ア ー ム の 前 記 遠 位 端 に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ て い る 第 ２ の フ ィ ン ガ ー で あ っ て
、 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の フ ィ ン ガ ー が 前 記 軸 と ほ ぼ 一 直 線 と な っ て い る 第 １ の 形 状 か
ら 、 前 記 第 １ お よ び 前 記 第 ２ の フ ィ ン ガ ー が 前 記 軸 に 対 し て 斜 め に 延 び る 第 ２ の 形 状 ま で
、 前 記 第 １ の フ ィ ン ガ ー に 対 し て 可 動 で あ る 、 第 ２ の フ ィ ン ガ ー と 、
　 を 備 え る 、 装 置 。
（ ２ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト は 、 内 視 鏡 が 入 る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 、 装 置 。
（ ３ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 に 可 動 に 連 結 さ れ て い る 、 装 置 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ４ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 遠 位 端 に 連 結 さ れ た ア ー ム ハ ウ ジ ン グ 、
　 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 ア ー ム を 前 記 ア ー ム ハ ウ ジ ン グ 内 に 引 っ 込 め る こ と が で き る 、 装 置 。
（ ５ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 軸 と ほ ぼ 一 直 線 と な っ て い る 、 装 置 。
（ ６ ） 　 実 施 態 様 １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ア ー ム の 少 な く と も 一 方 に 作 用 す る よ う に 連 結 さ れ た フ ィ ン ガ ー
ア ク チ ュ エ ー タ 、
　 を さ ら に 備 え る 、 装 置 。
（ ７ ） 　 実 施 態 様 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 駆 動 用 ケ ー ブ ル で あ る 、 装 置 。
（ ８ ） 　 実 施 態 様 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 シ ャ フ ト の 前 記 近 位 端 を 通 っ て 延 び て い る 、 装
置 。
（ ９ ） 　 実 施 態 様 ６ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 す る と 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ フ ィ ン ガ ー が 前 記 第
１ の 形 状 か ら 前 記 第 ２ の 形 状 に 押 し 動 か さ れ る 、 装 置 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ １ ０ ） 　 補 助 チ ャ ネ ル を 有 す る 内 視 鏡 用 器 具 の た め の 管 腔 安 定 化 装 置 に お い て 、
　 制 御 ハ ン ド ル と 、
　 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 連 結 さ れ て い る ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 前 記 制 御 ハ ン ド ル に 連 結 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ 内 に 同 軸 に 保 持
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さ れ て い る フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 前 記 ア ー ム ア ク チ ュ エ ー タ に 連 結 さ れ た ア ー ム で あ っ て 、 ア ー ム 軸 を 画 定 す る 、 ア ー ム
と 、
　 前 記 ア ー ム 、 お よ び 前 記 フ ィ ン ガ ー ア ク チ ュ エ ー タ に 軸 回 転 す る よ う に 連 結 さ れ た フ ィ
ン ガ ー で あ っ て 、 前 記 フ ィ ン ガ ー が 前 記 ア ー ム 軸 と ほ ぼ 一 直 線 と な る 第 １ の 形 状 か ら 、 前
記 フ ィ ン ガ ー が 前 記 ア ー ム 軸 に 対 し て 斜 め に 配 置 さ れ る 第 ２ の 形 状 ま で 、 軸 回 転 可 能 で あ
る 、 フ ィ ン ガ ー と 、
　 を 備 え る 、 装 置 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ １ １ ） 　 補 助 チ ャ ネ ル を 有 す る 内 視 鏡 用 器 具 の た め の 管 腔 安 定 化 装 置 に お い て 、
　 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 す る 取 り 付 け シ ー ス と 、
　 前 記 取 り 付 け シ ー ス の 前 記 遠 位 端 に 連 結 さ れ た 可 撓 性 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ と 、
　 前 記 取 り 付 け シ ー ス に ス ラ イ ド 可 能 に 被 せ ら れ た 拘 束 用 シ ー ス と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 拘 束 用 シ ー ス が 遠 位 方 向 へ 押 し 動 か さ れ る と 、 前 記 可 撓 性 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ を
締 め 付 け る 力 を 加 え る こ と が で き る 、 装 置 。
（ １ ２ ） 　 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ は 、 展 開 し た 、 広 が っ た 形 状 と な る よ う に 付 勢 さ れ る
、 装 置 。
（ １ ３ ） 　 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ は 、 ほ ぼ 円 筒 状 の 形 状 を し て い る 、 装 置 。
（ １ ４ ） 　 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 可 撓 性 ス テ ン ト ス タ ビ ラ イ ザ は 、 メ ッ シ ュ 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る 。 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 開 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ 装 置 の 一 態 様 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 図 １ に 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ 装 置 の 一 部 で あ っ て 、 第 １ の 形 状 に あ る も の の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 １ に 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ 装 置 の 一 部 で あ っ て 、 第 ２ の 形 状 に あ る も の の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｃ 】 図 ２ Ａ に 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ 装 置 の 一 部 分 で あ っ て 、 一 部 が 断 面 と な っ て
い る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 開 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ 装 置 の 第 ２ の 態 様 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ３ に 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ 装 置 の 一 部 で あ っ て 、 第 １ の 形 状 に あ る も の の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ３ に 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ 装 置 の 一 部 で あ っ て 、 第 ２ の 形 状 に あ る も の の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｃ 】 図 ４ Ａ に 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ 装 置 の 一 部 が 断 面 と な っ て い る 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 開 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ 装 置 に お け る 第 ３ の 態 様 の 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 し た 管 腔 ス タ ビ ラ イ ザ ・ ア ク セ サ リ に お け る 一 部 の 断 面 側 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ２ Ｃ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ４ Ｃ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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摘要(译)
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